
平成 30年 11月 30日 

文教産業常任委員会 

委員長 南野 信郎 様  

 

文教産業常任委員 早川 文乃 

     

 

 

文教産業常任委員会行政視報告書 

 

下記の日程で行政視察を実施しましたので、別紙のとおり報告します。 

 

記 

 

1. 視察期日及び視察先 

平成 30年 11月 6日（火）  

静岡県磐田市 「磐田スポーツ部活の取り組みについて」別紙 1 

 

       11月 7日（水） 

茨城県水戸市 「水戸農業公社の取り組みについて」  別紙 2 

 

       11月 8日（木）  

東京都町田市 「創業支援事業の取り組みについて」  別紙 3 

 

 

2. 視察参加名簿 

委員長   南野 信郎 

副委員長  有田 茂 

委員    大草 博輝 

委員    林  哲也 

委員    先野 正宏 

委員    重廣 正美 

委員    重村 法弘 

委員    中平 裕二 

委員    早川 文乃 

             以上 9名 

 

3. 視察報告・所感 別紙 



 

(別紙 1) 

視 察 先 静岡県磐田市 

視察日時 平成 30年 11月 6日（火）14：00～15：30 

視察項目 磐田スポーツ部活の取り組みについて 

対応部署名 磐田市自治市民部スポーツ振興課スポーツ戦略室 

 

 

 

自治体概要 

面 積 163.45 ㎢ 人 口 169,931 人 

人口密度 1,040 人/㎢ 15歳～19歳人口 8,156人 

公立中学校数 10校 生徒数    4,502人 

＜歴史＞奈良時代には、遠江国分寺と遠江国府が置かれ、古墳時代の 900 基

以上の古墳が現存するなど、歴史が語りつがれている”まち”です。江戸時

代には、東海道 53 次見付宿として繁栄するなど、東西交通の要所として発展

してきました。 

＜産業＞近年では、地場産業である繊維産業に加え、金属、自動車、楽器な

どの工業都市として、また、農業産出額も県内屈指で農・水産物として温室

メロンや茶、白ねぎ、海老芋、中国野菜、シラスなどが有名です。都市部と

農村部が均衡ある発展を遂げている地域です。 

＜位置＞磐田市は日本のほぼ中央、静岡県西部の天竜川東岸に広がる地域で

あり、遠州灘に面しています。 

＜交通＞磐田市は、東海道の中間地点に位置し、交通の要所として発展して

きたため、東西方向の交通体系に恵まれています。 

鉄道は、東海道本線が市の中央部を横断し、天竜浜名湖線が市の北部を縦断

しており、住民の交通手段として日々利用されています。また道路は、東名

高速道路、新東名高速道路、国道 1号、150 号、150 号バイパス、県道、市道

から構成されています。 

視察内容 

「磐田スポーツ部活」～地域スポーツクラブ事業～ 

経緯                    事業の目的 

     



事業体制                事業内容 

    

事業までの動き              活動の配慮・工夫など 

    

所  感 

 

・ 静岡県のモデル事業（3年間）として、部活：陸上部（陸上部がない中学生対象）と

部活：ラグビー部（ヤマハラグビースクールとの合同練習）を実施しているが、今後

市の単独事業となると予算確保等の課題が考えられる。 

 

・ 目的の一つである中学校教職員の負担軽減はいまだ解消されていない。 

 生徒数の減少は教職員の減少にも影響すること 

 県中体連の規定により、学校に顧問は必須であること 

 

・ 指導者の外部委託も考えられるが、多額の資金が必要であるので難しい。 

 

学校部活に対して、これまでの 2年間の事業検証をもとに、市民の希望と今後の磐田

市の考えを踏襲することができるのはうらやましいことである。 

長門市の学校部活の将来を考える時の参考となる。 

（17万都市の磐田市でも学生の移動手段や予算確保、協力企業・指導者確保の課題を

抱えている。） 

 



（別紙 2) 

視 察 先 茨城県水戸市 

視察日時 平成 30年 11月 7日（水）13：00～14：30 

視察項目 水戸市農業公社の取り組みについて 

対応部署名 一般財団法人 水戸市農業公社、水戸市農政課 

 

 

 

自治体概要 

面  積 217.32 ㎢ 人  口 269,925 人 

第１次産業就業者数 3,283 人 第１次産業就業者割合 2.7% 

＜地勢＞首都東京から約 100 キロメートルの距離にあり，関東平野の北東端に

位置する茨城県の県庁所在市であり，市域の北側は那珂川を隔てて，ひたちなか

市，那珂市に接しており， 東側は大洗町に，南側は茨城町に，西側は笠間市，城

里町に接している 

 

＜農 業＞  総経営耕地面積は，平成 27 年において 4,041 ヘクタールで，県

内有数の規模を有するが，近年では都市化の影響を強く受け，宅地等に転用され

る農地が増加 するとともに，農家数も著しく減少している。このような状況の中

で，安全で良質 な食を安定的に供給することのできる生産性や安全性，収益性の

高い安定的な農業 経営が求められている 

 

視察内容 

 

    



   

所  感 

・ 水戸市や JA水戸との連携は確立されているが、農業公社地区協議会において組織メ

ンバー（構成員）の高齢化、会議参加者の減少等の理由で運営が困難となっている。 

 

・ 農業機械リース事業(自主事業)は、設立当初からのもので償却期限を大幅に過ぎてい

る。これは市からの財政支援をうけたもので、リース料を安価に設定しすぎため買い

替えが困難である。 

 

・ 農業者の経営が良好で農業機械を自主購入するとリース先が減少する。 

 

・ 乳製品の製造販売は好調だが、施設改修に伴う規模の拡大や市内にある農業高校との

連携は考えていない。 

 

人不足・資金不足はどこも同じである。これまでと同じような考えや施策では事業とし

て継続困難となるので、長門市にあった持続可能なアイデアが必要と感じた 



(別紙 3) 

視 察 先 東京都町田市 

視察日時 平成 30年 11月 8日（木）10：00～12：00 

視察項目 創業支援事業の取り組みについて 

対応部署名 町田新産業創造センター、町田市産業政策課 

 

 

 

自治体概要 

面  積 71.80 ㎢ 人  口 428,571 人 

生産年齢人口 260,515 人 全人口に占める割合 61％ 

市の産業の大部分を占めるのは商業であり、JRや小田急町田駅周辺な

どの中心市街地（原町田地区）には多数の店舗が存在しています。それ

は、江戸時代後期に原町田地区は「絹の道」と呼ばれる産業交通路の拠

点となり、「二の市」「六の市」が立ち、栄えたことが原点となっています。 

2012年経済センサス活動調査より、年間商品販売額は 5799億 2600万

円で東京都市部において 5位になっています。 

工業・農業は、主として市郊外に宅地部分と混在して分布しており、大規

模なものはあまり見られません。 

工業においては、立地条件の有利性として「東名高速道路が近く、都心に

近い」「川崎や相模原等の工業集積地に近い」等が挙げられますが、水資

源に恵まれないこともあり、中小規模事業者の数が多く、核となるような大

規模企業がないのが現状となっています。 

農業においては、兼業農家がほとんどで、農業従事者は65歳以上が半数

以上を占めています。農地は長期的な減少傾向にあり、田畑や山林等が

開発により宅地として都市化が進んできた結果、農家戸数も長期的に減

少しています。 

視察内容 

 

町田市の創業支援事業について 

 

「町田創業プロジェクト」とは、町田市内の創業者数の増加及び地域経済の活性化を

目的として町田市が作成した、起業・創業者を支援する創業支援プログラムです。 

町田市、町田商工会議所、町田新産業創造センター、金融機関（きらぼし銀行、城南信

用金庫、西武信用金庫、多摩信用金庫、日本政策金融公庫、山梨中央銀行、横浜銀行）

の 4者が連携し、それぞれの得意分野を活かしたチームワークで創業者を全面的にバ

ックアップします。 

 

 参考 

 http://www.city.machida.tokyo.jp/shien/sogyosha/torikumi/machida-foundation-project.html 

 https://mbda.jp/ 

 

https://mbda.jp/


   

 

  

 

所  感 

 

 運営主体の株式会社町田新産業創造センターの本事業に対する明確なビジョンと創

業者・入居者・関係各所との連携が素晴らしい。 

 課題も現状に抱えている問題解決の為ではなく、ステップアップのためのもので、

事業に携わる人の活力が伝わり、相乗効果を生んでいると感じた。 

 


